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はじめに
　私はバルトロメー・デ・ラス・カサス（Bartolomé de Las Casas, 1484 － 1566）の布
教思想を彼の一次資料の解釈を中心に発展史的に研究している。前回の研究（2）では、
彼がベネズエラ渡航期からドミニコ会修練期を経て形成した平和的布教
（evangelización pacífica） 観 を 解 明 し た。 ま た そ れ は「 エ ン コ ミ エ ン ダ 制 」
（encomienda）（3）の撤廃を目指す中で、「インディヘニスモ」（indigenismo, 先住民擁護
活動）と一体化したものでもあった。1526 年にドミニコ会士に叙階されて以後、彼
は平和的布教をエスパニョーラ島（現ハイチ、ドミニカ両共和国）、ニカラグア、グ
アテマラ、メキシコにて展開してゆく。彼はその間、2 通の『インディアス枢機会議
（4）宛書簡』（Carta al Consejo de Indias, 1531, 1534）と 1 通の『ある宮廷要人宛書簡』
（Carta a un personaje de la Corte, 1535）を執筆した。彼はこれら書簡にて、カスティー
リャ王国（Reino de Castilla, 以下、スペインと表記）の要職者達にインディアス（5）の
状況改善を訴える際、自らの布教理解も表明した。では、その内容はいかなるもので
あり、また以前の平和的布教観と比較した場合、そこには何らかの質的変化は認めら
れるのだろうか。本稿では彼の布教観を発展史的に研究するため、先記書簡執筆の時
期を含む、エスパニョーラ島での司牧からニカラグア滞在までの期間（1526 － 1536
年）に注目しつつ、この問いを探る。
　なお、本主題を直接扱う研究はみられず、研究者達はラス・カサスの伝記を描き、
その活動を評価する中でこれら書簡を概説し、彼の布教理解に簡潔にふれる程度にと
どめる。例えば本邦の歴史学者染田は 1531 年の書簡に関し、ラス・カサスが教皇ア
（ 1 ） 本稿は、2013 年 9 月 13 日～ 14 日に明治学院大学にて開催されたキリスト教史学会第 64 回大会時に
同名の論題で発表した内容を若干修正したものである。
（ 2 ） 青野和彦「ラス・カサスの平和的布教観の形成―ベネズエラ渡航からドミニコ会修練期までを中心に
―」『キリスト教史学』第 67 集、2013 年、52 － 73 頁。
（ 3 ） スペインの征服地住民をカトリック教化するため受給者に一定数の先住民を割当て、賦役・公租させ
る制度。
（ 4 ） 1524 年にインディアス統治のために設けられたスペイン国王直属の最高の諮問機関。
（ 5 ） 本稿では、現西インド諸島および中南米大陸における主に 16 世紀のスペイン征服地を指す。
ラス・カサスの平和的布教観の発展史的研究（1）
－ 3通の書簡（1531、1534、1535 年）の検討を中心に－
青 野　和 彦
116－　　－
ラス・カサスの平和的布教観の発展史的研究 
レクサンデル 6 世（Alexander Ⅵ, 1431 － 1503 [ 在位 1492 － 1503]）の発布した「贈
与大教書」（Inter Caetera, 1493）（6）をスペインのインディアス領有の根拠とみなし、武
力に頼らない改宗化を領有の最高目的として捉えた点を挙げる（7）。続いて 1534 年書
簡に関し、米国の歴史学者ワグナーはラス・カサスがスペイン人による先住民への虐
待を神とスペイン国王カルロスⅠ世（Carlas I, 1500 － 1558［在位 1516 － 1556］）へ
の攻撃とみなし、布教をそのような蛮行と合致し得ないものと考えた点を示唆する（8）。
さらに 1535 年書簡に関して、プエルトリコの歴史家ウエルガは書簡本文を引用しつ
つ、ラス・カサスが先住民をスペイン国王へ臣従させる条件として布教を捉えた点を
示す（9）。また米国のラテン・アメリカ史研究者ヴィケリーは、ラス・カサスが「贈与
大教書」に依拠し、布教をスペインのニカラグア駐留根拠と考えた点を指摘する（10）。
これらの研究から、ラス・カサスがスペイン人統治者達による抑圧的統治下で本教書
に依拠しつつ戦争を前提としない布教をインディアスでのスペインの至上使命として
重視したことが瞥見される。しかし、そこでは 3 通の書簡が個々に概説されているも
のの、書簡全体にわたる本教書と布教に関する彼の体系的な理解が言及されていな
い。また、本教書への理解から書簡全体における彼の布教理解も検討されていない。
さらにその理解と、それ以前の彼の布教理解およびインディヘニスモの思想との関連
性も検討されていないため、布教理解の変化の有無が曖昧となる。
　そこで本研究では、この問題の解明のため次の方法を用いる。つまり第一に、彼が
書簡中で「贈与大教書」に言及する箇所をその執筆背景と文脈から解釈することによ
り本教書に対する彼の理解を考察する。第二に、各書簡中の布教への言及箇所を文脈
から解釈し、また第一の考察とも検討しつつ、3 通の書簡全体における彼の布教理解
を探る。第三に、その理解を前回の研究にて論考した平和的布教観およびインディヘ
ニスモの思想と検討し、それぞれの質的変化を探る。最後に、双方の変化を検討する
ことにより本稿主題を解明したい。また本研究により、彼が以後、グアテマラにて展
開した布教方針を知る手がかりも得られよう。なお、前記書簡はじめ一次資料にはラ
ス・カサス協会版テキスト（11）を用いる。
（ 6 ） 教皇がカトリック両王（Fernando V, 1452 － 1516[ 在位 1474 － 1504], Isabel Ⅰ, 1451 － 1504[ 在位
1474 － 1504]）の国土回復運動（Reconquista）の功績と未信者への布教活動を目指した海外遠征を讃
える目的で 1493 年 5 月 3 日に発布した教書。
（ 7 ） 染田秀藤『ラス・カサス伝―新世界征服の審問者―』、岩波書店、1990 年、125 頁。 
（ 8 ） H. R. Wagner with the collaboration of H. R. Parish, The Life and Writings of Bartolomé de Las Casas, 
Albuquerque: The University of New Mexico Press, 1967, p. 74.
（ 9 ） A. Huerga, Vida y obras, Obras Completas de Fray Bartolomé de Las Casas 1, Madrid : Alianza Editorial, 
1998, p. 173.
（10） P. S. Vickery, Bartolomé de las Casas, Great Prophet of the Americas, New York: Paulist Press, 2006, p. 117. 
（11） Fray Bartolomé de Las Casas Obras completas, 14 tomos, Madrid: Alianza Editorial, 1989 － 1998. なお一次
資料を引用する際、以下の注において、Obras completas, 巻数、頁数の順で表示する。
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１．ラス・カサスの「贈与大教書」理解
　ラス・カサスが本教書に言及するのは、1531 年と 1535 年の書簡である。まず、前
者に注目する。彼はエスパニョーラ島プエルト・デ・プラタのドミニコ会修道院長の
職にあった 1531 年 1 月に本書簡を執筆した。その背景には、同島をはじめとするア
ンティール諸島とティエラ・フィルメ（主に現ベネズエラのカリブ海沿岸地域）にお
ける征服戦争とエンコミエンダによる先住民人口の減少があった。それゆえ、スペイ
ンの征服戦争によるインディアス荒廃の実情を掌握しなかった議員達の責任を問うと
ともに、当地の改善策を提案することが書簡の主旨となる（12）。
　彼はその中で、スペインの先住民の救霊を妨害しない統治こそが国王はじめ枢機会
議の責務であることを強調し、さらに布教を神から委託された王国の任務と捉えた上
で、次の本教書の一部を引用する。
　……教皇は我らの君主、両王にこの土地を譲渡された時の大教書において、こ
の土地に住む人々の改宗化と救霊を委任されました。教皇はその中で両王に対
し、また枢機会議の方々に対しても、その旨を定め、義務づけられました。した
がって、もし十分な監視と配慮のもと、世界のあらゆる世俗的利益を後回しにし
てまでもその任務を遂行しなければ、大罪を犯すことになるのです（13）。
　ラス・カサスは本文で、カトリック両王にインディアスを譲渡した教皇の意図が先
住民の改宗と救霊であることを明記する。それは本教書中の両王に対する教皇の宣言
に対応する。つまりそれは、発見と布教の遂行のため、両王が派遣した者により過去
から未来に発見される陸地や島々全域を例外なく両王とその後継者達であるカス
ティーリャ・レオン国王に永久に譲渡するというのが主旨であった。付言すると、同
教皇は本教書に基づき「パトロナト」（patronato real）、つまりインディアスの独占的
布教権と領有権の他、教会の十分の一税（diezmo）や聖職者の任命権も両王に授与し
た。その点で、本教書はスペインによる同地域領有を正当化する最高の法的根拠とさ
れた。なお、その領有の正当性は後年スペインで議論されることになる。例えば、後
（12） なおその概要は、スペインの同地域領有の至上使命としてのインディアス先住民の救霊義務、イン
ディアス統治と先住民の改宗化方法、先住民の蒙った損害に対するスペイン人の賠償義務、ティエ
ラ・フィルメ（大陸部）と四島（エスパニョーラ、クーバ、サン・フワン、ハマイカ）のための改善
策、である。
（13） “….. el Somo Pontífice dize en su bulla apostólica de la conçesion que hizo a los Reyes, nuestros señores, destas 
tierras, encargándoles la conversíon de las gentes dellas, en las quales palabras pone preçepto y obliga a los 
Reyes, y por consiguiente a los de su Consejo, a pecado mortal si con mucha vigilancia y cuidado, pospuestos 
todos los intereses temporales del mundo no lo hizieren.” Obras completas, t. 13, p. 70.
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期スコラ学のドミニコ会神学者フランシスコ・デ・ビトリア（Francisco de Vitoria, c. 
1480 － 1546）は、1539 年にスペインのサラマンカ大学にて「インディオについて」
（De Indis）および「戦争の法について」（De Jure belli））という一連の講義を行った。
特に彼は前者において教皇の俗権と教権を区別して、「贈与大教書」がスペイン国王
にインディアスの世俗的統治権を委ねる法的根拠をもたないと結論し、中世期の神学
者達やヨハ 21:17 を根拠に同国王による当地域領有の合法性を疑問視した（14）。つまり
ビトリアは、教皇が有するのは世俗的権限ではなく霊的権限のみと考え、そこからイ
ンディアスの譲渡に関する教皇の権限を否定したのである。一方、ラス・カサスは前
記 2 通の書簡において教皇の俗権と教権をそこまで峻別していない。
　さらに先の引用文に続き、ラス・カサスは前述の教皇の意図を枢機会議員達が斟酌
していない失態を非難する。そして先住民への布教と人道的統治を命じ、教皇の意図
を強調したイサベル女王の遺言を引用する。前述の本書簡の執筆背景とこの文脈を勘
案すると、ラス・カサスはスペインのインディアス領有の大義をエンコミエンダに基
づく暴力的統治としてではなく、人道的統治に則った布教として考え、この見解を正
当化する根拠として本教書を理解したことが明らかになる。
　次に、1535 年書簡の言及箇所に注目したい。ラス・カサスは 1534 年末ペルー布教
に従事するため、ドミニコ会同僚と共にサント・ドミンゴを離れパナマへ向った。し
かし翌年、彼はペルー渡航に失敗し、その後移動したニカラグアのグラナダ市にて同
年 10 月に本書簡をスペイン宮廷の要人（15）宛に執筆した。その背景には、パナマとペ
ルーへの奴隷供給基地と化したニカラグアの荒廃（16）と当地総督ロドリゴ・デ・コン
トレラス（Rodrigo de Contreras, 1502 － 1558）による征服戦争があった。それゆえ本
書簡の主旨は、スペイン人達の無慈悲な統治により荒廃した当地の現状報告、征服戦
争への告発および改善策の提案となる（17）。
　ラス・カサスはその中で、当地の領有可能な唯一の根拠が先住民の改宗化であるに
もかかわらず、彼らがスペイン人達の不当な戦争と残虐行為によりキリスト教を嫌
悪、中傷している実態を示す。そのため彼は、国王と枢機会議員が大罪を犯している
現実を指摘し、彼らの遵守すべき掟について次のように記す。
（14） ビトリアは「インディオについて」第 1 部第 2 章、第 2 の名目、第 1 と第 2 命題でそれを論証する。
また彼は、ヨハ 21：17 の「私の羊を牧しなさい」という言葉が世俗的権限ではなく、霊的権限に関
するものであると考えた。なおその邦訳については、F. ビトリア著・佐々木孝訳『人類共通の法を求
めて』（アンソロジー新世界の挑戦 6）、岩波書店、1993 年、49 － 54 頁を参考にした。
（15） それはベルナル・ディアス・デ・ルコ (Bernal Díaz de Luco, 1495 － 1556) であると推定される。
（16） 彼はそれまでニカラグアから移送された先住民の数がペルーへ 2 万 7 千名、パナマへ 2 万千名であ
り、全員が死亡したと報告する。Cf. Obras completas, t. 13, p. 93.
（17） その概要はラス・カサスと同僚修道士達のニカラグア到着の経緯説明と当地の実情報告、そこの統治
に関する改善策提案、先住民奴隷化の違法性の指摘、宮廷要人への懇願、ラス・カサスの統治観の叙
述、である。
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　このことから、国王陛下は大罪を余儀なくさせるそれら 2 つのおそるべき掟の
中に、ご自分とそのいと高き枢機会議の良心が解放されてゆく事柄を注意深く認
められるでしょう。つまりそれは、教皇庁がカスティーリャ国王にこれらの人々
の改宗に最大の努力をはらうよう命じることなのです（18）。
　本文にてラス・カサスは、教皇によるスペイン国王への命令が当地先住民の改宗化
であり、それを掟として遵守すべきことを議員達に明示し、間接的にではあるが「贈
与大教書」に言及する。続く部分で彼は、先住民への征服戦争や奴隷化を前提としな
い布教方法に則った統治上の改善策を要人に提案する。因みに本教書と征服戦争との
関係をめぐり、染田が指摘するように、ラス・カサスは同時代のスペインの教会法学
者フワン・ロペス・デ・パラシオス・ルビオス（Juan López de Palacios Rubios, 1450
－ 1524）や神学者マティアス・デ・パス（Matías de Paz, c. 1468 － 1519）と異なる見
解をもっていた（19）。つまり両者は、先住民が聖職者の説教を拒否した場合、「贈与大
教書」に由来する布教権とキリストの代理者である教皇の支配権を根拠にスペインの
戦争と征服の合法性を本国宮廷にて唱えたのである（20）。特にこの見解は教皇が全世
界の世俗の事柄において普遍的裁治権を有するという中世キリスト教世界の権力観に
基づくものである（21）。一方、ラス・カサスは 1535 年書簡の中で布教を第一目的とす
るインディアス領有を是認するものの、武力を伴わない布教方法を主張する立場から
先住民への交戦権を断固否定し、征服戦争を非難したのであった。
　彼はまた、本書簡にてスペイン軍の征服戦争とそれに続く先住民の奴隷化に照準を
移しつつも、「贈与大教書」を根拠に依然エンコミエンダが布教の障害となった状況
を憂慮したと言える。なぜなら、ニカラグアでの征服戦争も奴隷化も同制度を支える
先住民労働力を供給するための手段であったからだ。それゆえ彼は、同制度を平和的
布教の遂行を阻む元凶と捉え、問題視したのである。特にこの点で留意したいのは、
（18） “Por aquí verá vuestra merced la diligencia que por acá se pone en descrgar la conciencia real y de ese muy alto 
Consejo, cerca de aquellos dos terribles preceptos que obligan a pecado mortal, que la Sede Apostóloca tiene 
impuestos a la Corona Real de Castilla, de dar orden con suma diligencia a que estas gentes se conviertan.” 
Obras completas, t. 13, p.91. なお、ラス・カサスがここで言う「2 つの掟」とは、本引用部分より少し
前の記述から判断して、先住民の改宗化と信仰の説教である。
（19） 染田、前掲、125 頁。
（20） Cf. J. L. Rubios, De las Islas del mar Océano y Fray M. Paz, Del dominio de los Reyes de España sobre los 
indios, Introducción de S. Zavala, traducción, notas y bibliografía de A. M. Carlo, Fondo de Cultura Económica: 
México, 1954, pp. 36-37; p. 134; 215-216. なおこの点に関し、次の論文も参照されたい。青野和彦「ラ
ス・カサスのベネズエラ植民計画の理念―2 つの『覚書』における共同体（comunidad）の目標の検
討を通して―」『沖縄キリスト教短期大学紀要』第 40 号、2012 年、55 頁。
（21） 松森奈津子『野蛮から秩序へ―インディアス問題とサラマンカ学派』、名古屋大学出版会、2009 年、
189 － 190 頁参照。
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彼と以前から親交のあったサント・ドミンゴのドミニコ会副管区長ペドロ・デ・コル
ドバ（Pedro de Córdoba, 1482 － 1521）の影響である。彼は先住民をキリストに贖罪
された神の救霊対象と見なし、当市を拠点に彼らの人間性を尊重する布教を展開し
た。その例として、コルドバは 1517 年にドミニコ会士達との連名によるヒエロニム
ス会士達（22）宛書簡にて、先住民を搾取し、死滅させるエンコミエンダを基盤とする
抑圧的統治が教皇のインディアス譲渡の真意ではないと述べ、その違法性と廃止を訴
えた（23）。先住民擁護の立場から「贈与大教書」を捉え、同制度に異を唱えるコルド
バのこの視点は、ラス・カサスの前述の立場にも反映されている。
　このように、先の引用文を 1535 年書簡の執筆背景と文脈の解釈、さらに本教書と
征服戦争およびエンコミエンダとの関係から検討すると、ラス・カサスはスペイン人
達によるニカラグア統治がその本来の布教任務を甚だしく軽視している現実を示すた
めの根拠として本教書を理解したことが判明する。
　そして以上の考察から、ラス・カサスは 1531 年と 1535 年の書簡にて平和的布教を
インディアス統治の中心に据えつつ、エンコミエンダと征服戦争の弊害を矯正させる
ための最高の法的根拠として本教書を理解したことが明らかになる。但し、彼はビト
リアと異なり、教皇の有する教権重視の観点からその俗権も肯定し、本教書の有効性
を認めた。またラス・カサスの理解には、ルビオスやパスの征服戦争正当論が本教書
中の教皇の意図と矛盾するという主張も見出される。ではラス・カサスは、3 通の書
簡全体において布教をどのようなものとして理解したのか。
２．書簡におけるラス・カサスの布教理解
　ここではまず、各書簡での布教の言及箇所をその文脈から解釈することにより、先
の問いを考察する。ラス・カサスは 1531 年の書簡の中でスペイン人統治者達による
先住民への残虐な統治を非難した後、自らの考える布教を次のように記す。
　..... その（神の）ご意志はすべての人が救済され、神を知るようになることに
あります。そして慈愛の神が定められたのは、ご自分が受肉して到来されたこと
であり、その後、神は慈愛、甘美さ、柔和、平和と敬虔により世界がご自身への
（22） 彼ら 3 名はカスティーリャ・レオン王国の摂政フランシスコ・ヒメネス・デ・シスネロス（Francisco 
Ximénez de Cisneros, 1436 － 1517）の命を受け、インディアスの実情調査と先住民の待遇改善策立案
のためエスパニョーラ島へ派遣された。
（23） Carta del vice- provincial y sacerdotes del convento de Santo Domingo, dirigida a los muy reverendos padres. 
なお本書簡については、次の文献に所収のものを参照した。Cf. Medina, Una comunidad al sevicio del 
indio, La obra de Fr. Pedro de Córdoba O. P. (1482-1521), Instituto Pontificio de Teologia, Madrid, 1983, pp. 
248 － 250.
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信仰に改宗することを望んでおられます。神がご自身の信奉者達にまずお命じに
なった最も重要なことは、彼らが神の平和を人々に供し、すべての人に善を行な
うこと、そして先人達が徳と善行による優しさをもって、彼らが無償で受けたも
のを無償で与えつつ、神の聖なる要求に従って神を説くことに自らの命を差し出
すことであったのです（24）。
　ラス・カサスはここで布教が神の意志から発出し、しかも模範を示しつつ平和的な
方法で人々を改宗する働きであると明記する。これに続く箇所でラス・カサスは、こ
のような布教を基盤とする平和的かつ穏和な交流が先住民に対して実現されれば、彼
らは自発的にスペイン国王に臣従するようになると述べる。この文脈から判明するよ
うに、ラス・カサスは平和的布教をスペインの最優先するべき至上使命、かつ先住民
の臣従化を促進するための条件として理解したのである。
　次に、ラス・カサスが 1534 年 4 月にサント・ドミンゴのドミニコ会修道院から枢
機会議に宛てた書簡に注目したい。彼の反エンコミエンダの説教に対する当市の最高
司法行政院（Audiencia Real）（25）の聴訴官達の告発が発端となり、彼は本書簡を執筆
した。それゆえそれに対する弁明が本書簡の主旨となる（26）。彼はその中で 1519 年か
ら 1533 年までの間、エスパニョーラ島にてスペイン人エンコメンデロの虐待を受け、
反乱を起こした先住民首長エンリキーリョ（Enriquillo, ? － c. 1535）を説得によって
帰順させた功績を挙げる（27）。さらに続く箇所で、彼は聴訴官達の失態と腐敗を非難
した上で布教について以下のように言及する。
　..... 私が真に確信するには、国王陛下がなさるべきさらに多くの重要な事があ
ります。それらの事柄はそれらにふさわしい、さらに正しい別の道によって告げ
られ、役立てられてゆくものであります。つまりその道とは、われらの神・キリ
（24） “.....la voluntad suya es que que todos se salven e vengan a su conoçimiento, por que se arrea, después que vino 
a tomar nuestra carne, de se nombrar Padre de las misericordias, y con misericordia, dulçor e mansedumbre, paz 
e piedad, quiso que el mundo a su fee se convirtiese. Y lo primero e prinçipal que a sus subçesores mandó fué 
que ofresçiesen su paz, e que a todos bien hiziesen, y que con la suavidad de sus virtudes e buenas obras, dando 
de gracia lo que de gracia avían resçebido, los passados, dexando las propias vidas los que predicavan a Dios en 
su santa demanda.” Obras completas, t. 13, p. 72.
（25） スペイン領アメリカの主要都市に置かれ、行政権、司法権及び一定範囲内で立法権を持つ王室の統治
機関。
（26） その概略は、前記告発に対するラス・カサスの弁明、スペインの征服戦争を巡る、アウディエンシア
の官吏に対するラス・カサスの非難、となる。
（27） なお米国の歴史家ハンケが指摘するように、この平定はラス・カサスがその後グアテマラにて試みた
先住民の平和的改宗化の前兆にもなった。Cf. L. Hanke, The Spanish struggle for justice in the conquest of 
America, First Southern Methodist University Press edition, Dallas: Southern Methodist University Press, 2002, 
p. 69.
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ストがわれわれに教えに来られた福音的な道であります（28）。
　ラス・カサスはここでスペイン国王の布教義務と遵守すべき布教方法を述べる。先
のエンリキーリョの平定への言及とこの文章から明らかなように、ラス・カサスはキ
リストの示す平和的方法に則った布教を国王が最優先すべき任務とみなし、先住民の
臣従化のための不可欠な条件としても捉える。そしてそこには、1531 年書簡と共通
の理解がみられる。
　さらにラス・カサスは 1535 年書簡中で、ニカラグアの破壊の原因が先住民の奴隷
化にあると枢機会議を非難し、それを速やかに禁じる国王証書の発行等を宮廷要人に
提案する。さらに彼は、スペイン軍の未征服地域であった現サン・フワン川流域へ同
僚ドミニコ会士達と赴く計画を上申する際、布教についてこう述べる。
　..... われわれの求めるものはただ神のご栄光とこれらの人々の魂の救いのみで
すので、われわれは彼らを保護し、われらの君主である国王に臣従させ、彼らが
創造主を知るよう改宗させることを約束します。そして、彼らを貢納者にさせた
後、彼らが毎年貢納することができるものに応じて、彼らは国王陛下に臣従する
ようになるでしょう。そして彼らはこれにより莫大な利益と忠誠を国王、エス
パーニャそして当地にもたらすことでしょう（29）。
　ラス・カサスはここでスペインの統治の第一目的が先住民の保護を前提とする改宗
化であり、その延長上にスペイン国王とニカラグアの利益増加、さらに先住民の同国
王への臣民化の実現が可能になることを予見する。またその背景には、先住民の奴隷
化を承認し、当地を無法地帯と化したスペインの枢機会議に対するラス・カサスの批
判も看取される。それも勘案すると、彼は 1535 年の書簡にて先住民の奴隷化の中止
を喫緊の課題と考え、前述の布教をニカラグア統治の中心的任務として理解したこと
が判明する。
　では以上の解釈から、3 通の書簡でのラス・カサスの布教理解はいかなるものとし
て収斂されるのか。第一に、彼の 1531 年と 1534 年の書簡にみられるように、それは
先住民の理性と自由意志を重視する穏和な方法に準拠するキリスト教化である。因み
（28） “......que yo çertifico en verdad, que muchas más y mayores son las que ay y a Su majestad pertenecen y pueden 
se avidas y servirse dellas por otra vía más justa de la que aquéllas van, que es la evengélica vía, y que Cristo, 
nuestro Dios, vino a enseñarnos.” Obras completas, t. 13, p. 83.
（29） “....porque no buscamos sino sola su gloria y salvación destas animas, nos proferimos a las asegurar y subjectar 
al servicio del rey nuestro señor, y los convertir a que conozcan a su Criador, y al cabo de los hacer tributarios, 
conferme a las cosas que tovieren de que puedan dar tributo, lo den cada añ, y sirvan con ello a su Majestad. Y 
podrán salir de aquí muy grandes provechos y servicio al Rey, y a España, y a la tierra.”, ibid., p. 96.
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にその方法は、征服戦争を前提とする暴力的な改宗化に対峙するため、彼が 1522 年
以降スペイン人聖職者達や知識人達を対象に執筆した『すべての人々を真の宗教に導
く唯一の方法について』（De unico vocationis modo omnium gentium ad veram religionem, 
1542, 以下、『布教論』と表記）第 5 章で示した「布教原則」（30）に則るものでもある。
これは神が全人類の救霊予定者を全時代と場所にわたり、その自然本性に応じて穏や
かに究極的至福へ導くというラス・カサスの「神の摂理」理解に基づいて構築された
原則である。つまりそれは、神がキリストの贖罪を介して全世界の救霊予定者、特に
罪人、貧困者、被抑圧者に終末時まで罪の悔悛による赦しを与え続け、彼らを「神の
国」（regnum Dei）、つまり救霊が完成されてゆく状態・「至福」（beatitudo）へ導くと
いう摂理観に基づく法則である（31）。要するにそれは、神を志向する人間の自然本性
を損なわず、むしろ活かして人間を救霊に導くための手段である。なおそこには、ト
マ ス・ ア ク ィ ナ ス（Thomas Aquinas c. 1225 － 1274） の『 神 学 大 全 』（Summa 
Theologiae, 1265 － 1274）における「恩寵と自然」の教説（32）とキリストの布教命令
（マタ 10:5 － 16）が思想的基盤としてみられる（33）。何よりもこの布教原則をとおし、
ラス・カサスは征服戦争を前提とする布教方法では先住民の自由意志に基づく信仰の
育成が妨害され、その結果、実質的な改宗化も達成されないと主張した点が判る。
　第二に、ラス・カサスの理解する布教は先住民の自由意志に促される信仰を重視す
る平和的キリスト教化である。そして彼はその内に、先住民の生命の保護、彼らの自
発的な臣従化、そしてスペインの国益増加を実現可能な唯一の道を見出したのであ
る。要するに、ラス・カサスは先住民のスペイン国王への臣従化を、平和的布教を最
優先することによりもたらされる成果として捉えたのである。逆に言えば彼は、先住
民の意志を無視した強制的改宗化が彼らのキリスト教への嫌悪感を徒に助長し、結果
的に臣従化の支障になることを懸念したのである。
　次に、以上の布教理解を彼の「贈与大教書」理解と検討したい。彼は 1531 年の書
簡にて本教書を、カトリック両王にインディアスの布教を委ねる神の意志の具現とみ
なした。これはラス・カサスが本書簡にて先住民の救霊義務を述べる際、彼らを「キ
（30） その内容は次のとおり。「人々に真の宗教を教えるために神の摂理によって定められた方法は、全世
界、全時代のために唯一、一つであった。つまりそれは理性によって知性を説得し、意志を甘美に招
き寄せ、説くものであった。そしてこの方法は宗教の違い、誤謬や陋習が見られたとしても差別され
ることなく、世界のすべての人々に共通のものでなければならない」。Cf. ibid., t. 2, p. 16. なお本書は、
第 1 巻第 5 ～ 7 章のみ残存する。
（31） 青野和彦「バルトロメー ･ デ ･ ラス ･ カサスの『布教論』における摂理観―第 5 章を中心に―」『キ
リスト教史学』第 60 集、2006 年、122 － 146 頁参照。
（32） 第 1 部第 1 問題第 8 項第 3 異論解答、同第 2 問題第 2 項第 1 異論解答。
（33） 青野和彦「ラス ･カサス『布教論』の研究（3）―第 5 章第 6 － 8 節の宣教方法における信仰理解―」
『キリスト教史学』第 62 集、2008 年、76 － 79 頁参照。
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リストによって 11 時に永遠の救済に招かれた人々」（34）と記述する点からうかがえる。
因みに、この表現は彼の後年の『インディアス史』（Historia de las Indias, 1875, 完成
は 1562/63）第 1 巻第 79 章にもみられる。つまり彼はその箇所で、教皇がマタ 20:6
に登場する「第 11 時（第 5 時）にまだ何もしないでいる働き人たち」を先住民とみ
なし、この世の最終段階で彼らをカトリック教会へ導き入れる事業が今始まったもの
と捉えた、と述べる（35）。特にこの救済史的観点は、『布教論』第 5 章に一層明確にみ
られる。つまりラス・カサスは、本書第 5 章第 11 節から 34 節にかけて旧新約聖書、
教会教父達、スコラ神学者達の教説、教会教令、西欧各地での布教史からその原則の
妥当性を傍証するのである。彼は本書の残存部分の中で「贈与大教書」に言及しな
い。但しこの内容と 1531 年の書簡に見られる彼の布教理解を勘案すると、本教書が
神の救済史に位置づけられる構図が浮かび上がる。
　一方、1534 年と 1535 年の書簡には、その構図を示す記述はみられない。しかしラ
ス・カサスは、1535 年書簡中でスペインの布教義務を宮廷要人に想起させるため「贈
与大教書」に言及した。その上で彼は、ニカラグア先住民をキリストの贖罪対象とし
て捉え、彼らをスペイン人達の残虐な統治から解放する必要性も述べた。したがって
本書簡にも、キリストを介して顕現される神の救霊意志と本教書との結合関係が見出
される。
　以上の検討からラス・カサスは、「贈与大教書」発布の背後にキリストの贖罪に顕
示される先住民に対する神の救霊意志を見出し、それを最重視したことが明らかにな
る。さらにそこから、彼は布教を神意の遂行、つまり神・キリストの命じた人間の理
性と意志を尊重する方法によるインディアス先住民の救霊への参画として理解したこ
とも判明する。この点でそこには、ヴィケリーが 1531 年書簡を解説する際に指摘す
るように「神中心主義」（theocentrism）（36）がみられよう。さらに、この布教理解を
1521 年から 1526 年までにラス・カサスが形成した平和的布教観と検討したい。
３．ラス・カサスの布教理解の検討
　前回の研究で明らかにしたラス・カサスの平和的布教観は、インディアス先住民を
「神の国」の構成民族とみなし、また彼らの固有の文化も尊重する、聖職者主導によ
（34） Obras completas, t. 13, p. 66.
（35） Ibid., t. 3, p. 834. 但し、彼は 1526 年以降メキシコで先住民への性急な集団洗礼を執行したフランシス
コ会士達の救済観と異なり、ドミニコ会の方針に則り洗礼前の十分なカテキズム教育を重視する立場
をとった。
（36） Vickery, op.cit., p. 108.
（37）   青野、前掲「ラス・カサスの平和的布教観の形成」、66 頁。
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るカトリック教化であった（37）。そしてこの布教観には、「神の国」がインディアスに
て完成されてゆく過程で神意に適う布教、つまり先住民擁護を前提とする平和的キリ
スト教化に現地社会の発展可能な唯一の道があるという視点がみられる。
　では、その視点を前記 3 通の書簡における彼の布教理解と検討しよう。ラス・カサ
スは書簡中で、平和的布教をインディアス先住民の救霊は言うまでもなく、彼らの人
道的擁護やスペイン王国の経済的繁栄も誘発可能な最高任務として捉える。そこに以
前の理解との共通点がみられる。但し前述のとおり、彼は書簡の中で「贈与大教書」
発布を『布教論』の救済史的観点と結合させつつ、インディアスの布教を神から委託
されたスペインの国家的使命として理解した。そしてその点に、彼の布教理解の思想
上の発展が認められる。
　続いて、ラス・カサスのインディヘニスモの思想も検討する。修練期終了までの彼
のインディヘニスモには、伝統的なカトリックの教義体系の枠内で先住民を教化する
と同時に、エンコミエンダによる構造的抑圧から彼らを保護するという考えが核心に
あった（38）。では 3 通の書簡全体にわたる彼のインディへニスモの思想はどのような
ものなのか。考察の手がかりとして、16 世紀前半のスペインの統治政策に注目した
い。
　当時、ハプスブルグ王朝の盟主としてもヨーロッパ・キリスト教世界での覇権確立
を目指した国王カルロスは、フランス、ドイツのプロテスタント諸侯との戦争やオス
マン・トルコの脅威を排除するための莫大な出費により、王室財政を逼迫させてい
た。この財政事情の中でインディアスの経済的価値が明らかになるにつれ、彼は征服
者達やエンコメンデロ達への妥協から彼らの規制強化へと方針転換した。そして彼
は、当地のキリスト教化を担う教会と協力関係を維持しながら国王権力の確立を目指
す政策に着手していった。この政策は 1542 年に「インディアス新法」（Las Leyes 
Nuevas）として結実してゆく（39）のであるが、それに先立ちインディアス枢機会議は
カルロスの名で 1526 年にスペインのグラナダで勅令を発布した。特にそこでは不正
に奴隷化された先住民の解放、征服時の聖職者の同行義務そしてエンコミエンダ分配
権の聖職者達への委託が規定された。それはまた同制度を存続させ、スペインの文学
史家、言語学者ピダルが指摘するように、征服戦争時に先住民に対する「勧降状」
（38） 同上、65 頁。
（39） 大内一、染田秀藤、立石博高共著『もうひとつのスペイン史―中近世の国家と社会』、同朋社出版、
1994 年、104 － 118 頁参照。なお、「インディアス新法」は第 1 条－第 20 条は主にインディアス枢機
会議およびアウディエンシアの管掌業務と権限を規定し、第 21 条－ 40 条は先住民保護に焦点を合わ
せた内容の条文から構成される。
（40） これは聖書に基づいて世界の創造、その後イエス・キリスト、ローマ教皇の来歴を告げ、さらに教皇
アレクサンデル 6 世によってインディアスがスペイン国王に贈与された経緯を先住民に読み上げ、カ
トリック信仰を受容し、カスティーリャ国王を君主として認めるように先住民に勧告するもの。もし
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（requerimiento）（40）の通告を「贈与大教書」を根拠に承認した点で、ラス・カサスの
布教方針に反するものでもあった（41）。
　この統治政策によって温存されたエンコミエンダの撤廃に向け、ラス・カサスは書
簡にて農産物の交易（1531 年書簡）、黒人奴隷（42）の導入（1531、1535 年）、ニカラグ
アでの運河建設（1535 年）等の具体的対案を提示した。但し、彼が 1518 年と 1519
年の覚書で強調したように、それはスペイン人植民者ではなく清廉な聖職者達の主導
による植民地統治を前提にしたものであった。なぜなら彼は、そのような統治こそが
エンコミエンダを廃し、平和的布教を結果的に達成させる最良策であると判断したか
らである。特にこの点は、修道士達が神の救霊意志の最適かつ忠実な担い手であると
いう 1531 年と 1535 年の書簡中のラス・カサスの記述（43）からうかがえよう。また、
前述のエンリキーリョの平定もそれを実証する好例であった。因みにスペインの人類
学者ファブレガットによると、ラス・カサスはこの見解を先住民がスペイン人との共
住が原因で死滅に瀕していたアンティーリャス諸島での体験から形成したのであ
る（44）。なおウエルガは、特に 1535 年書簡におけるラス・カサスの先の記述の背後に
先記のコルドバ修道士の影響を指摘する（45）。実際、コルドバは 1518 年頃スペインに
滞在中のラス・カサスに書簡を送り、彼を仲介し修道士達が管轄する特別布教地区を
設定するため 100 レグワに及ぶ大陸部の割譲を国王カルロスに懇願した（46）。それは
スペイン人統治者達の圧政から先住民を擁護するための試みでもあったが、財政上の
理由により却下された。しかし同年、ラス・カサスはカルロスの重臣ジャン・ル・ソ
ヴァージュ（Jean le Sauvage, 1455 － 1518）に宛てた『インディアスの改善のための
覚書』（Memorial de remedios para las Indias）でも、大陸部の平和的統治のために高潔
なドミニコ会とフランシスコ会の修道士達の派遣を上申した（47）が、そこにコルドバ
の感化が看取される。また修道士の役割を重視するこの考えは、ラス・カサスの後年
の『皇帝宛覚書』（Memorial al Emperador, 1543）にもみられる。彼はその中で、『14
の改善策』（Memorial de Remedios para las Indias, 1516）を執筆して以来、その献身的
 彼らが反抗した場合、領土の強奪、奴隷としての売却、財産の没収、彼らへのあらゆる危害と災禍が
正当化された。なおこれは、「ブルゴス法」（Las Leyes de Burgos, 1512 － 1513）を経て、国王フェル
ナンドの要請を受けた前記のルビオスによって 1513 年に作成された。
（41） R. M. Pidal, El Padre Las Casas, su doble personalidad, Espasa-Calpe, S. A. : Madrid, 1963, p. 64.
（42） ラス・カサスは当時、モーロ人奴隷と黒人奴隷を唯一の合法的奴隷と考えていた。Cf. ibid., p. 91.
（43） Obras completas, t. 13, pp. 76 － 77; 92.
（44） C. E. Fabregat, La Cultura Indigena en el Pensamiento de Las Casas, en El Quinto Centenario de Bartolomé de 
Las Casas, ediciones Cultura Hispánica, Instituto de Cooperación Iberoamericana: Madrid, 1986, p. 99.
（45） Huerga, op. cit., p. 173.
（46） Carta de Fr. Pedro de Córdoba a Bartolomé de las Casas. Cf. Medina, op. cit., p. 292.
（47） Obras completas, t. 13, p. 51.
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働きを高く評価してきた前記 2 つの修道会の聖職者達を主にアンティール諸島に派遣
し、彼らに先住民の信仰教育と統治を担当させる提案をカルロスに行った（48）。
　さらにコロンビアの歴史学者フリーデによると、ラス・カサスは 1543 年の覚書の
執筆以降、植民者達の圧政から先住民を解放するため、ヌエバ・エスパーニャ、ペ
ルー、グラナダ新王国のように多数の人口を擁する領域をスペイン国王の主権下で、
現地領主達に直接統治させる形態の国家に変えるという意図を持っていた（49）。さら
にフリーデはラス・カサスがその遂行のための統治権を教会の権限下に置くことを意
図した点から、彼が神権政治的傾向を持っていたと指摘する（50）。またフランスの哲
学者トドロフも、ラス・カサスが 1531 年の書簡にて残虐なスペイン人征服者達の追
放を要求した点から、彼は教権が世上権の上に立つ教権政治国家を夢見たと述べ
る（51）。この研究からも、彼は 1531 年の時点で修道士達の役割を重視するだけにとど
まらず、スペイン国王の領有権下で彼らの監督による先住民国家の設立も構想し始め
ていたことが察知される。
　以上のように、3 通の書簡を通してみられるラス・カサスのインディヘニスモの思
想は、先住民擁護に加え、要塞建設や産業振興等による王国の増収も重視する特色を
もつ。確かにその点で、それは修練期直後に形成した思想と基本的に変わりない。し
かしそれは、インディアスでの豊富な布教体験に立脚しつつ、その統治の中心的担い
手を聖職者達に限定し、彼らの役割に期待するものであった。何よりも彼は、より効
果的にエンコミエンダを撤廃するため、前述の摂理観に根ざす布教理解を骨子として
それまでのインディヘニスモを広大な展望をもつものへと変えた。この点に思想上の
発展が見出されよう。
おわりに
　以上の検討から明らかになるように、ラス・カサスの平和的布教観の核心には、
「贈与大教書」の発布を契機とする神の救済摂理に基づく先住民へのキリスト教化が
ある。またそこには、平和的布教が本来それを保証すべきスペイン人統治者達によっ
（48） Ibid., p. 142. なおフランシスコ会は、アンティーリャス諸島においてドミニコ会と同様、エンコミエ
ンダに反対の立場をとった。Cf. Lino Gómez Canedo, Evangelización y conquista, experiencia franciscana 
en Hispanoamérica, México: Editorial Porrúa, S. A., 1977, p. 92.
（49） J. Friede, Las Casas and Indigenism in the Sixteen Century, in Bartolomé de Las Casas in History, Toward an 
Understanding of the Man and His Work, eds. by J. Friede and B. Keen, Northern Illiois University: DeKalb, 
1971, p. 176.
（50） Ibid., p. 180.
（51） T. トドロフ著・及川馥、大谷尚文、菊池良夫共訳『他者の記号学―アメリカ大陸の征服―』（叢書・
ウニベルシタス）、法政大学出版局、1986 年、237 頁。
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て阻害されるという矛盾した状況下での、構造的不正と抑圧を被った先住民への福音
化の挑戦がみられる。同時にこの布教観は、その福音化によってこそ、インディアス
の統治と財政を支える先住民の臣従化政策が実体化されてゆくという見方でもあっ
た。要するに、自らの摂理神学を基調にしつつ、それと前述のインディヘニスモ思想
と融合させた点にラス・カサスの平和的布教観の質的変化が見出されるのである。そ
して彼は、この布教観をエンコミエンダによるアンティール諸島の人口減少と奴隷貿
易によるニカラグア荒廃の実見を経て、さらにはスペインのインディアス政策に接す
る中で確固にしたのであった。また彼がこの平和的布教を推進する上で前記 2 つの托
鉢修道会の聖職者達の役割を従来以上に強調した点から、彼はエンコエンダと奴隷化
の撤廃を実現するため、インディアスにおけるカトリック教会の権利を拡大させる意
図を抱き始めていたことも看取される。既にふれたように、それは 3 通の書簡に示さ
れる彼のインディヘニスモ思想に先住民国家建設の構想の予兆がみられる点を勘案す
ればより鮮明になろう。また彼は、神権主義的性格の強いその新国家において、『布
教論』で開陳したように先住民の救霊が完成される「神の国」建設を願った可能性も
うかがえる。このように彼の平和的布教観は、インディアス統治の抜本的改革に向け
てより壮大なものへ変容し始めていたことが判る。しかし反面、1536 年の時点で 3
通の書簡中で彼の主張した布教方法が、前述の統治政策を優先したインディアス枢機
会議内で十分顧慮されず、その植民地政策にも反映されなかったという問題も露呈し
よう。
　そしてラス・カサスは、今回解明した布教観に則る先住民への平和的改宗化を
1537 年から翌年にかけてグアテマラ北西部のテスルトラン地方にて試みた。ではそ
の布教観はそこにおいていかに進展していったのか。さらに、彼の構想した新国家と
はいかなる内容のものであるのか。その考察が今後の課題となる。
